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自律英語学習
　学生が現在行っている自律学習は多様であるが、
その中の主なものは以下のふたつである。ひとつ
は、CALL教室の活用である。サーバーにアクセ
スして行う英語学習プログラムによる自習（発
音・リスニング・リーディング・TOEIC対策プ
ログラム）、インター一一一ネット上の英語学習サイトで
の学習、音声教材を利用してのリスニング・発音
演習などがある。もうひとつは、課外のリーディ
ングや視聴覚教材の利用である。図書館や研究室
に備えられたレベル別リーダーなどを使った課外
リーディングや、図書館での視聴覚教材を使って
の自主学習が奨励されている。ビデオ、レーザー
ディスク、DVDなどの視聴覚教材があるが、特
にDVDは字幕の利用や音声の切り替えが容易で、
語学学習には最適である。
　学生が課外で学習する便宜のため、C肌教室
は午前7：30から午後7時まで、また、長期休暇期
間中も開放している。1年生前期のALC
NetAcademyに限ってみても、利用時間の平均は
19時間、最高は31時間で、平均すると1回約30
分、半年に42回のアクセスがあったことになる。
他のプログラムやインターネット利用の学習時間
を含めればかなりの時間使っているはずである。
学習量の伸び
　学習を促進するために、TOEICの点数による
目標設定をさせ、「資格英語」において、その目標
を目指した自律学習を支えることを指導の主眼と
していることは前述した。その結果、特に学生の
学習量に顕著な向上が見られた。図4に示したの
は、前期の「資格英語A」受講者の週あたりの学
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習量平均の推移である。1ヶ月半で約300分（5
時間。1日平均約43分）増加している（関2003）。
さらに、現在進行中の後期開講の「資格英語B」
（26名受講』全員「資格英語A」も受講した学生）
では11～12月の週あたりの平均英語学習時間は
すべて1800分台（約30時間。1日平均約4時間10
分）で推移している。
　以上の多岐にわたる働きかけが十分な効果をあ
げるためには、教員による丁寧なサポートが必要
である。そのため、クラス担任制やオフィスアワ
ーなどもとりいれ、学習方法・授業や進路など、
教員が学生の個別相談に応じている。
　CA皿，教室の空き時間やリーディング教材・視
聴覚教材の不足にもかかわらず、以上で述べたよ
うな成果があがっている。これからは、CALL教
室用の教材の蓄積や共有化を推進し、複数の
CALL教室やセルフスタディルームを設置するこ
とで、英語の自律学習が更に進展するようにしな
ければならない。
教育効果
　この取組の目に見える成果として英語力の伸長
がある。TOEICは明確な目標として有効だが、
このテストで測るものは英語を読み聞く能力であ
る。CALL教室のTOEIC対策プログラムで強化
されるのも同じ能力である。この能力は、英語を
書き話す能力の前提となるものだが、それがその
まま英語を書き話す能力になるわけではない。そ
こで、英語を書き話す力の伸長についての配慮も
怠らないようにしつつ教育を行っている。前述の
English　Dayや海外英語研修、またそれに向けた
様々な取り組みがその・一一一1列である。
　上で述べたように、留保つきではあるが、英文
学科学生の英語能力の水準と伸長を客観的に示す
データとして、TOEICのデータがある。入学直
後にTOEIC・IPを受験させる他、　TOEIC受験を
奨励し、学習方法についての講習会を開いている。
平成13年よりTOEIC公開テストの受験会場を年
3回引き受け、入学直後の他にもTOEIC・IPを学
内で実施して、学生のtroEIC点数の伸びを把握
している。
　平成14年度入学の1年生90名（入学直後と2
年進学時のTOEIC・IP受験者（進学直前の
TOEIC公開テストスコアを含む）：2回のデータ
のある学生のみ集計）と平成13年度入学の2年
生32名（15年1月のTOEIC公開テスト受験者）
の’rOEIC平均点を、　TOEIC運営委員会による
全国平均のデータと比較する（図5）。
｛
　一　　　　　　　　　　　　一一一　一一一一r　　　図5TO日C平均点の比較：本学英文学科学生のデータと全国平
　均
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学生の自律英語学習を促す総合的アプローチ
　14年度入学生の入学直後の平均は390．5点で、
すでに短大生の平均を上回っている。同じ学生の
1年後の平均は503．9点で、入学直後と比べて100
点以上増加しており、4年制大学生・大学院生の
平均を上回っている。13年度入学生で卒業間際に
公開テストを受けた32名の学生の平均は571点で、
600点に迫っている。
　なお、歴代の英文学科学生のTOEIC最高点は
845点、13年度入学生の卒業時の最高点は750点、
14年度入学生の2年初めの最高点は765点である。
TOEICの高い点数のおかげでホテルや航空関連
会社への就職が決まった例がある。
5．今後の展望
教育方法改善の継続
　以上で述べた諸点にっいて、特に、語学教育協
議会を通じて、CALL教室の機能を活用した教育
方法の共有や学生の学習スキルの意識化などを行
い、学生の学習動機づけを更に高めることにより
学生の自律学習を促したい。
卒業生などを教育相談や施設管理を行うティーチ
ング・アシスタントとして利用することも有効で
あろう。
生涯学習への貢献
　CALL教室やセルフスタディルームを利用した
英語講座の実施により、現役英語教員の再教育並
びに、卒業生およびL般市民の生涯学習に貢献で
きる。
6．最後に
県立新潟女子短期大学英文学科は、短大であり
ながら、有力な四年制外国語大学の学習水準に迫
る教育を行ってきたと自負している。中・長期的
目標として本学の改組および県立四年制大学の設
置の計画があり、英語教育を看板に掲げた学部の
設置案が提案されている。短大英文学科での英語
教育の方法を検討し、最善の教育方法やシステム
を構築していくことは、将来の四年制大学での英
語教育の充実にっながるであろうと確信している。
英語ホームページやデータベースを通じてのコミ
ュニケーションや学習の推進
　英語を公用語とする英文学科のホームページを
作成し、e・mai1やホームページ上の英語掲示板を
利用し英語によるコミュニケーションを日常化す
ることが期待される。教材データベースを作成し、
教材の一括管理や共有化、英語の課題受付、成績
管理などを行う。
複数のCALL教室とセルフスタディルームの設
置
　現在学内にただ一つあるCALL教室は英文・国
際教養学科の専門的語学授業と教養科目の英言酎受
業に使われ、空き時間が極めて少ない。学生は早
朝、昼休み、夕方および、長期休暇中の時間を使
って学習している。また、研究室および図書館に
揃えているリーディング教材・視聴覚教材は豊富
とは言えない。教育的効果が絶大なCALL教室を
複数設置することおよび、リーディング教材や視
聴覚教材を豊富に揃えたセルフスタディルームを
設置することができれば学生の自律学習を促し、
画期的な成果をあげること力河能になる。さらに、
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